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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は運動イメージ（MI）の反復回数の増加に伴い出現する疲労が皮質脊髄
路の興奮性や運動課題遂行能力の向上に与える影響を調査し，メンタルプラクティスにおける効果的なMIの実施
回数(負荷量)を検討することである．本研究の結果より，メンタルプラクティスはMIの継続的な反復により精神
的な疲労を引き起こし，フィジカルトレーニングと同様にパフォーマンスの向上に影響を与えることが明らかと
なった．臨床にてメンタルプラクティスを実施する際はMIの持続的な反復に伴う疲労がパフォーマンスの向上に
悪影響を及ぼす可能性がある為に慎重な配慮が必要である．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the effects of fatigue that 
emerges as the number of motor imagery (MI) repetitions increases on corticospinal tract 
excitability and motor task performance, and to determine the effective number of MI repetitions  
(intensity) in mental practice. The results of this study revealed that mental practice causes 
mental fatigue through continuous repetition of MIs and affects performance improvement in the same 
way as physical training. Careful consideration should be given when implementing mental practice in
 clinical practice, as the fatigue associated with continuous repetition of MI may have a negative 
impact on performance improvement.

研究分野：リハビリテーション科学

キーワード： メンタルプラクティス　疲労　TMS
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
メンタルプラクティスは効果的な介入方法であることが示されているが，その実施においては介入時間，介入頻
度，介入期間といった方法論に明確な基準は無く，実施者の主観に委ねられている状況である．その中で本研究
は，メンタルプラクティスの介入時間（負荷量）に着目した研究であり，その成果は今後の方法論の確立に大き
な一助を成すことが出来るのではないかと考える．脳卒中後の運動麻痺に対するリハビリテーションの発展は，
対象者の日常生活能力やQOLの向上に寄与するものであると考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 脳卒中後の運動麻痺に対する介入方法の一つにメンタルプラクティス(Mental Practice; 

MP)がある．MP とは運動課題の遂行能力を向上させる目的で運動イメージ (Motor 

imagery; MI)を持続的に反復することであり，脳卒中患者を対象としたシステマティック

レビューにおいてもその有用性が報告されている．しかしながら，MPは標準的な介入方法

がなく，臨床において積極的に活用されているとは言えない状況にある．加えて，MIは持

続的に反復することで筋疲労や精神的疲労を引き起こすことが報告されており，MPの実践

においては，これらの疲労を加味した介入時間の重要性が指摘されている．ただし，MPに

伴う疲労がどの程度，運動課題遂行能力の向上に影響を与えるかについては未だ検討され

ていない．そこで，本研究では効果的なMPの負荷量決定に向け，MPに伴い出現する疲労

が皮質脊髄路の興奮性や運動課題遂行能力の向上に及ぼす影響を多面的に検討する． 
 

２．研究の目的 

 本研究の目的は脳卒中後の片麻痺患者を対象としたMPの実践に向け，MIの反復回数の

増加に伴い出現する疲労が，皮質脊髄路の興奮性や運動課題遂行能力の向上に与える影響

を調査し，MPにおける効果的なMIの実施回数(負荷量)を検討することである． 

 

３．研究の方法 

 対象者は健常成人24名．フィジカルトレーニング群とMIトレーニング群の2群に分け，

トレーニングに伴い出現する疲労がパフォーマンスの改善に与える影響に関して，神経生

理学的指標としては経頭蓋磁気刺激（TMS）を用いて皮質脊髄路の興奮性を評価した（図 1 

A）．精神的疲労の評価は Visual analog scale（VAS）を用いて評価した．トレーニング課

題はプログラム生成ソフト LabView を用いて作成した Visuomotor Task とした．

Visuomotor Taskの実施においては，対象者はひずみセンサーを内蔵したボタン（図 1 B）

を把持し，パソコン画面上に映し出される画面（図 1 C）を観察し指示に応じて最大筋力の

50％の力を２秒間発揮する様に指示された．Visuomotor Task に対して，フィジカルトレ

ーニング群，MIトレ

ーニング群の各群は

１セット 20回の 10

セットのトレーニン

グを実施した．全体

の実験プロトコルを

図 2に示す． 

図 1 実験風景と課題 



 

 
 

４．研究成果 

（1）VAS（精神的疲労） 

 統計解析の結果，VAS はトレーニングの前後とトレーニングプログラムの違いに主効果

を認めた． 

（2）皮質脊髄路の興奮性 

 TMS を用いて評価された皮質脊髄路の興奮性は Motor Evoked Potential（MEP）を指

標に評価された．その結果，トレーニングの前後に主効果を認めた． 

（3）筋力 

 トレーニングの前後で評価されたピンチ力は，トレーニング後に有意な低下を認めた． 

（4）パフォーマンス 

 パフォーマンスの指標は Visuomotor Taskにて算出されるエラーエリアを用いて評価さ

れた．結果，トレーニ

ングの前後とトレー

ニングプログラムの

違いに主効果を認め

た．Bonferroni法によ

る事後検定の結果，初

期と中間，初期と後期

との間に有意なエラ

ーエリアの減少が確

認された（図 3）． 
 

（5）まとめ 

 本研究の結果より，MI トレーニングは MI の継続的な反復により精神的な疲労を引き起こし，

フィジカルトレーニングと同様にパフォーマンスの向上に影響を与えることが明らかとなった．

臨床にて MP を実施する際は MI の持続的な反復に伴う疲労がパフォーマンスの向上に悪影響を

及ぼす可能性がある為に慎重な配慮が必要である． 

 

図 2 実験プロトコル 

図 3 パフォーマンスの変化 
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